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                緒     言
 樺太ッン ドラの利用に就ては著者等の研究室に於て敷年來研究を行つてゐるが,特 に人造板
の製造に關 しては共同研究者の1人(志 方)の 電氣界面撹齪法の獲明並に之が理論研究の進行に
並行 して工業化されん とする情勢に達してゐる・又活性炭素の製造,有 機質肥料の製造,可 塑
膣原料の製造等 も既に相當研究が進められてゐる.所 が上記の利用法に於ては困難なる脱水工
程を経ねばならぬ.著 者等はそのまLを 原料 として出獲する利用法の一 として帥ち酸糖化を行
ひ得たる糖化液の醗酵に關する研究に着手 した次第である.
 木材,藁 等か ら酒精 を製造するには夫等の含有する繊維素 を加堅下にて酸 を以て加水分解 し
繊維素 を醗酵性糖分 に攣 じて後糖化液を醗酵せしめるのである.酸 を以て繊維素 を糖化するの
に濃厚なる酸を使用する方法 と)稀 薄なる酸を使用する方法 との根本的に異る2法 がある.前
者はScholler法 に依 り,後 者はBerg三us法 に依 り,欧 洲に於て夫々工業化されてゐる.何 れ
も一長一短あるも,Scholler法 は原料の性質に關しては, Bergius法 に比して甚しく自由であ
り)特 に水分含量の多少や形朕の大小は左程吟味する必要はない.種 々の鉋鳳 鋸屑,樹 皮片
等は皆大規模の操作の原料に適 し既に使用されてゐる.之 等の場合原料の軍償が非常に重要な
問題である.樺 太ツン ドラは著者等の研究室の調査に依れば敷香以上のツン ドラ地帯のみにて
約25萬 ヘクタール包藏 されてゐる.ツ ン ドラは獲達の地方に依て}又其の暦位の部分に依て母
植物組成並に化學的組成を異にしてゐるが,凡 そ水ゴケが生成分にてスゲ,ス ギ ゴケ等籔十種
に亙る蘇苔類並に灌木の植物か らなつてゐる.從 つてツンドラを繊維素原料 としてSchQller
法 に依 り糖化 して,其 の糖化液を酒精等の有用なる有機化合物或 は酵母等の有用なる微生物の
製造に利用せん とす.著 者等はScholler法 に依る研究に先立ち豫備實験 として次の實験 を行
つた,
                   (177)
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 糖化に依 り繊維素 とヘミ繊維素 とは大部分軍純な塘類に分解す.即 ち繊維素は醗酵性のヘキ
ソーズ特に葡萄糖に,ヘ ミ繊維素は…部分は醗酵性糖類(葡 萄糖,マ ンノドズ),一 部分は非醗
酵性のペン トーズに分解す.糖 化液中のペン トーズは醗酵を阻害するか ら現今の技術を以てし
ては酒精製造 に際しては除去せねばならない.然 るにヘ ミ緻維素 は比較的低温度にて糖化され
るを以て,比 較的高温度にて糖化される繊維素と分割して糖化すれば夫々糖化液を有数に利用
することが出來る.依 て第1段 の糖化!・よ120～150。C,第2段 の糖化 は160、190。Cに て夫々
行つた.良 好なる糖生成量を得んがため,溜 度,酸 濃度,反 慮時間,酸 液量等の重要なる因子
間の關係を探求 した,然 して決定されたる最適糖化條件に依て得疫 る糖化液の酒精醸酵に就て
實験したる結果 を袋に報告せんとす.
                實 験 之 部
            〔1)試 料に供せ し樺太ツン ドラの成分
 本研究には昭和14年 に敷香近傍の京都帝國大學化學研究所試験地に於て採取せ るツン ドラ
を,風 乾 して後粉確し飾60目 を通 じ100目 に止まるものを試料 とした.其 の化學的成分は吹の
如 くである。
                 第   1  表
       水 分 16.07  乾 物 量 83.93
             冷 水 可 溶 物       28.72
             1%苛 性曹達可溶物              59.55
             アルコール ・ベンゼン抽出物         7.54
             リ グ ニ ン     30。28
             粗 繊 維 素     34.40
       乾物100中 粗 α一繊 維 素      24.56
             ペ ン トー ザ ン       13.43
             全   窒   素             0.75
             灰      分             3.36
             還 元 糖11}     17.80
            還 元 糖12)     29.91
   1)試 料に]00倍 量の水と10倍量の25%聾 酸を加へ逆流冷却器を附して煮沸せる湯煎上
     にて2時 間半加熟して得たる糖分
   2)還 元糖1を 除去したる後の残渣をKiese1&Semlganwsky氏 法に俵り定量せる糖分
          〔2〕 第1次 糖化(比 較的低温度に於ける糖化)
 使用せる硫酸の濃度は)0.1,0.5,1.0,2.0,4.0%の5種,加塵加熟分解温度は}120,130,
1⑳,150℃ の4種,分 解時間は30,60,90分 ノ)3種,酸 溶液使用量は原料に封 し15倍(詳 細
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は後述 す る)で あ る.
 實験方法:試 料4g(今 後 試料は絡 て乾物 として)に 各濃度の硫酸溶液80㏄ を加へ150 cc容
の三角瓶 に入れ,綿 栓 を施 し,加 墜釜 中にて所要温度の下に所 要時間加熟 分解 した・糖 化液 を
混別 し,苛 性曹達 にて 中和 して還 元性物質(今 後軍 に還元糖 と構 す)を 定 量 した.還 元糖の定
量 法は・Henry Lane及 びLew五ss Eynon法 に依 り葡萄糖 として表 はした.實 験結果は次 の
如 くで ある.(第1圖 参照)
                第  2  表
雛 舗 簸 翫糖醐聡)羅 舗 覆馨 還元縛 製繍
 。C    分    %      g        oC    分    %      9
 120    30     0.1      7.06           140    30     1.0     19.33
 ク     ク     0、5      8.87            ク     ク     2.0     22.72
 ク      ク       1,0       11.88               〃      60      0.1       13.06
 ク      〃       2.0       15.45               ク      ク       0.5       19.05
 〃      60       0.1       10.04                ク      ク       1.0       20.23
 〃     ク     0.5      12.33            ク     ク     2.0      23.54
 ク      ク       1.0       15.07               ク      90      0.1       16.01
 〃      ク       2.0       22.55               〃・     ク       0.5       20.38
 ク      90      0.1       10.44               ク      〃       1.0       20.62
 ク     ク     0.5      12,18            〃     ク     2.0     2】.28
 ク      ク      1.0       15.81              ク      ク      4.0       2L11
 ク     ク     2.0     23.01
                     150     30      0.1       15.03
 130    30     0.1      7.91            ク     〃     0。5     19.66
 ク      ク       0 5       14.76               ク      ク       1・0       19・92
 ク     ク     1.0     15.28            ク     ク     2・0     20・36
 ク      ク      2.0       19.5蔓              ク      ク      4・0       22・01
 ク      60      0.1       12.56               "      60      0・1       16。37
 ク     ク      0曾5      16.20            ク     ク      0・5      19。33
 ク      ク       1り0       19.99               ク      "       1・0       18・50
 ク     ク      2.0      23.91            ク     ク      2・0      18・05
 ク     90      0.1      12.89             ク     ク      4・0      16.45
 〃     ク     0.5     18.81            ク    90     0.1     16.45
 ク      〃      1。0      19.22             ク     ク      0.5      18.04
 ク     ク      2.0      23.31            ク     ク      1.0      16.61
                      ク      ク       2.0       15.45
 140    30     0・1     13。29           ク    ク     4.0     12.22
 ク      ク      0.5       17.28
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                 第   1  圖
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 考察:第1次 糖化の最適 なる條件 を以上の實験結 果か ら,1)最 小 の硫 酸濃度,2)最 小の
分解時間,3)最 低の温度 の三つの見地 に立 つて吟味 する と,1)の 條件 で は0.5%硫 酸溶液 を
用ぴ,140。C,90分 の分解 が還元糖20,389を 與へ,2)の 條件 では2%硫 酸溶液 を用 ひ)140
。C,30分 の分解 が還元糖22,72gを 與 へ,3)の 條件で は2%硫 酸溶液 を用ぴ,1200C)90分 の
分解 が還 元糖23.109を 與 へてゐ る.
 最高 の還元糖 を生 成す る條件 は2.0%硫 酸溶液 を用ぴ,1300C,60分 の分解程 度が最 も適 當
で はなV・か と考 へ られ る,
           〔3〕 硫酸使用量 と還元糖生成量 との關係
 上記實験 に於 ては硫 酸溶液 の使 用量は何れ の場合 も試料 に甥 し15倍 で あつたが,今 同 は硫酸
溶液量或 は絶樹量 を種 々攣化 して還 元糖 生成 量に及 ぼす影 響 を観察 した.
 實験 方法:試 料49を150ccの 三角瓶 に入れ2.0%硫 酸溶 液30,40,60,80 cc(帥 ち溶液量
は7・5,10,15,20倍)を 加 へ綿栓 を施 し加墜釜 中にて最適條件(130。C)60分 の分解)の 下 に
糖化 を行つた.其 の結果 は第3表 の如 くであ る.
 次 に試料 に樹 す る硫酸 の絶封量 を同 じ くして硫 酸溶液量 を30,40,60,80cc(邑 口ち溶液量7.5,
10,15・20倍)を 探 吐 記 胴 檬な條件の下に    第3表
糖化を行つた・其の結果は・表の如 くである・ … 雌 液 濾 緻 還元糖醐 墾震皇/
 考察=第3表 に依れば液量倍籔が15以 上に  cc          9
                       80         20           24.15
なれ ば還元糖生成量 が一一定 となつ て來 るが,夫                       60       15         23.97
れ 以下 にては液量 を減 すれ ば生成量が低下す る   40    10     18.68
事 を知つた 第 壊 に依れば糖佃 τ於て試料に 30  7・5  1620
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封する酸の絶封量が存在して居り,    '     第4表   9
鰍 灘 此の酸の糊 量 鮪 し 硫酸量 硫酸溶液量 轍 鰍 翫 剛 調 澱 毒)
て居る場合には液量倍敏を10ま   g    cc         9
                  1。2         80         20           24.15
で低下する事が出來 る・從つて必   ク    60.  15    24.11
要に慮 じて糖濃度を高める事が出    ク    40    】0    23.58
來る.        ク  30  7・5  20・22
            〔4〕 ツン ドラの前虚理 と第1次 糖化
 酸糖 化を最 も有 利1こ行 は しめ る條件 としては使用 する酸 量 を可及 的に少か らしむ る事 が必要
で ある.勿 論糖 化液 の濃 度 を低 くすれ ば酸 量は少 くて濟むが,夫 れに は一定 の限度が ある.糖
化液 の濃 度 を一定 とす る場 合使 用す る酸 量 を少 くす るには種 々の條件 があ ら うが,豫 め原料 の
組織 を柔軟 に し若 くは破壊 して 多糖類 を糖化 され易い状 態 に導 く事 も一法 で あ り,又 不 用物質
を何 等かの方法 で除 去 ずる事 も一法 で ある.夫 れ が爲めは擢拝 とか,酸 滲透法 とか種 々の方法
があ ら うが(之 等 に就 ては設備 の完成 を侯 つて行 ふ積 りで ある),原 料 を蒸煮 して組織 を柔 かに
し同時に溶解 夕る不 用物質 を除去 し,然 る後糖化 を行ふか叉 は原 料 を一定時間酸 或はアルカ リ
の溶液 に浸漬 し溶 解す る もの を除去 し,然 る後糖化 を行 ふ と云ふ方法 も考へ られ る.依 つて次
に述べ るが 如 き實験 を行つた ので あ る.
            (1)熟 水に依 る前庭理 と第1次 糖化
 (i)熟 水 に依 る前庭理
 ツン ドラを種 女の温度 に於 て水 と蒸煮 し可溶物質 を溶出せ しめ,残 渣 を糖 化試料に供 した.
此の虚理 に於て減 少 量並 に成分 の攣 化を観察 した.
 實験 方法:試 料2gに 水40 cc或 は80ccを 加 へ150 cc容 の三角瓶 に容 れ綿栓 を施 し,100,
110,120,130,140。Cに於 て加 璽釜 中にて1時 間蒸煮 し然 る後 温か い間 に3號 グ ラスフ・fル
ターにて濾 過 し温水 にて充分洗源 して100。Cに て乾燥 し秤 量 して減 少量 を求む・次 に之れ を
二等分 し,一 部 はペン トザ ンを)他 の一部 は還 元糖1の 定量 に供 す.
 實 験結果 は次 の如 くで ある.
                 第   5  表
 前塵理温度      1000C    1100C    l20。C    130。C    140。C
使 用 水 量  40cc 80 4080 4080  4080 408{(ノ   し  へ    )1
減    少    量     0.391090.407[ 0.42740.4159  0.4910 0.4891  0.5830 0.5902  0.6877 0.7144
減 少i率 23.00%24.0025.2024.5223.9428.8434.3734.7041.7242.11
堤理後のペン トザン 0.08【490.07980.08620.08500.06620.06790.05820.0547 0.3790.0389
                   (181)
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ペントザン残存率  73.19%70.07 75.6875.03 58,10 59.64 50.7G 48,03 34.40 32.98
露理後の還元糖1  0.2238g-  0.2230-  0.2038 -  0.1884-  一  一
還元糖1の 残存率  74.76%-  73.33-  67.75 -  62.92-  一  一
 考察:上 表 に依 り實 験結果 を考察 するに}蒸 煮 に依 る試 料の減 少量は蒸煮浬度120。C附 近
よ りi宍第 に檜加 し,ペ ン トザ ン及 び還 元糖1の 損 失量は蒸煮盗度110。Cを 界 として温度 の上 昇
と共 に急激 に増 大す る事 を知 つた.從 つて水 との蒸煮 に依 る前庭理 操作 は100。C附 近 に於て
適當 と思 はれ るが,今 後 の糖化及び醗酵 試験 を侯 つて決 定 さるべ きで ある・
 (ii)熱 水塵理せ るツン ドラの第1次 糖 化
 使 用せ る試料 はツ ン ドラを100。C及130。Cに 於 て夫 々蒸煮 す る ことに依 る前腱理 を施せ る
ものに して,爾 試料 の成分 は前記實験結果に於 て知 る如 く可成 り異 つ てゐ る.從 つ て次 の如 き
條 件の下 に糖 化 を行 ひ比較楡討 した.硫 酸濃度 は0.5,1.0,2.0%の3種,加璽 加熱分解温度 は
120,130,140,150。Cの4楓分解時 間は30,60,120分 の3種,酸 溶液量 は試 料の10倍 で
ある。
 實 験方法1ツ ン ドラ4009を51容 の圓底 フラス コに採 り,水8000ccを 加へ,1)逆 流冷却
器 を附 して煮沸 水 中に於 て,ii)加 璽釜 中にて130。cに 於 て夫 々1時 間加熟 した る後温 かv・間
に流 過 し水洗 して乾燥 粉確 し,夫 六試料1338.009,試 料II 292.009を 得 た.
 以上 の如 く調製せ る試料 を2g宛 採 り,各濃 度の硫酸溶 液 を20 cc加 へ100 cc容 の三角瓶 に入
れ綿栓 を施 し加歴釜 中に て所要温度 の下 に所要時間加墨加熱分 解 した.
 實験結果 は次 の如 しで ある。(第2圖 参照)
                 第   2  圖
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                 第   6  表
   分解醸 分解㈱ 灘 融 翫 糖醐 鞭 皇)還 瀧(騰 製 勧
     。C    分      %    試料1 誠料19   試料1 試料 豆g
     120        30        0.5        14.29   12.60        ヱ1.29    8.29
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       ク         ク         1.O         I5.09   14.33        11.80    9.82
       ク        ク         2.0        16。56   17.75       12.97   12,15
       ク         60         0.5         19.85   17.90        15.48    12.26
       ク         ク         1.0         19.29   19.28        .15。05    13.20
       ク         ク         2.0         20.90   22,25        16.31   15.20
       ク       120        0.5        21.99   22.32       17.13   15.28
       〃        〃         1.0        22。73   23.72        17.72   】6.23
       ク         ク         2.0         25.11   23.96        19.58    16.37
       130      30       0.5       20.05   13.64      15.64   9.24
       ク         ク         1.0         22.14   18.65        17.29    12.77
       ク         〃          2.0         23.73    18.57        18.48    12.71.
       〃        60         0。5         19.92   14。63        15.55   10.71
       ク        ク         1.0        23.06   25.11       18.03   17.18
       ク       ク       2.0       24.23   26.16      18.91   17.86
       ク        120         0.5         18.79    20.07        14。62    14.17
       ク         〃         1.0         21.52   22,04        16.78    15。07
       〃       〃       2.0       22.33   25.10      17-39   17.18
      140        30         0.5         23.03   21.43        18.99    14.67
       ク        ク         1.0        25.47   23.71       19.88   16.22
       ク         ク         2.0         26.36   24.91        20.52   16.94
       ク        60         0.5         23.83   22.56        18.48    ヱ6.11
       ク        〃         】.0        26.10   25,88        20.22   17.72
       ク        ク        2.0       27,30   27.31       21.30   18.7-0
       〃       120        0.5        工8.48   20.68        14.43   14.10
       〃         ク         1.0         21.52   21.56        16.78    14.72
       ク        ク        2.0       22.03   24.10       17.20   16.49
      150        15        0.5        21.61   21.06       16.89   14.98
       ク         ク         1.0        23.50   22.67        ユ8.33    15.53
       ク         ク         2.0         24.18   23.21        18.78    15.89
       ク         30         0.5         22.00    21.43       、 15.06    14.67
       ク         ク          1.0         23.80    22.84        18.57    15.65
       ク       ク        2.0       24.57   23.95      19.24   16.43
       〃         60         0.5         20.69   21.23        16.13   14.55
       ク        ク         .LO        22.15   22.66       .17.21   15.51
       ク         ク         2.0         22.99   23.96        .18.65   16.27
 考 察:第1次 糖 化 の 最 適 な る 條 件 を 以 上 の 實 験 結 果 か ら1)最 小 の 硫 酸 濃 度,2)最 小 の 分
解 時 間,.3)最 低 の 温 度 の 三 つ の 見 地 か ら 吟 味 す る に,1)の 條 件 で は 試 料1の 場 合0.5%硫 酸
                          (183)
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溶液 を用 ひ,140。C,60分 の分解が還 元糖23.839,試 料 置の場合 も同 じ條件で 還元糖22・569
を與 へ,2)の 條件で は試料1の 場 合2%硫 酸 溶液 を用ひ)140。C)60分 分解 が還元糖26・369)
試料 皿の場 合 も同 じ條 件で還元糖24.71gを 與へ,3)の 條件 では試 料1の 場合2%硫 酸溶液 を
用ぴ,120。C,120分 分解 が還元糖25。11g,試 料 皿の場 合 も同 じ條件 で還 元糖23.96gを 與へ て
ゐる.
 以上 よ り観察 するに試料1,証 は糖 化條件 は殆 ど同 じで あ ることを知 つた.最 高還 元糖 を得
るには2%硫 酸溶液 を用ひ,140つC,60分 の加堅加熟分解 が最 も適當で あると考へ らる.
          (2)ア ンモ ニア溶液 に依 る前盧理 と第1次 糖 化
 (i)ア ンモ ニア溶液 に依 る前庭理
 ツン ドラを種 々の濃度の ア ンモ ニア溶液に浸漬 して可溶物質 を溶 出せ しめ,残 渣 を糖化試料
に供 した.此 の庭理 に於 て減少量並 に成分 の攣化 を観 察 した.
 實験方法:試 料4gを50 cc容 の遠心分離 用硝子管 に採 り)0.25～35%の 種 々の濃 度 のア ン
モニア溶液40ccを 加 へ,室 温にて24時 間放置 した る後遠心分 離器 に依 り浸 出液 を分離 し,残
渣 を水洗 して3號 グ ラスフイル ター上 に移 し1000Cに て乾燥 して秤量 し減 少量 を求む.次 に之
等 よ り各1g宛 を採 りペ ン トザ ン及び還元糖1の 定 量に供す.
 實験結果 は次 くで ある.
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議 二碧 蹴 ・ 鱗%騨 擬 養善奉㌦ 塁発辮,癖 賜
  0          0,9160       6.90       0.0810       56.11       0.2033       87.54
  0.25        0.9108       6.63       0.0766       53.19       0.2001       87.15
  0.50        1.1346      13.50       0.0874       56.44       0.1944       79.90
  0.75        1.1998      15.47       0.0844       53.08       0.2009       79,5[
  1.00        1.2935      18.29       0.0799       48.58       0.2152       78.61
  2.50        1.3235      19.20       0.0711       42.74       0.2023       75,61
  5.00        1。2306      16.40      0.0729       45.34       0.2009       74.16
  7.50      1.3461     19.88     0.0466     27.79     0.1982     78.16
  10.00        1.2873      18.15       0.0775       45.37       0.1502       68.88
  15.00       1.2873      18.11      0.0875       53.31       0.1519       69.17
  25.00        1.4249      22.21      0,0815       47.17       0.2208       75.63
  35.00        1.2984      18.39       0.0350       21.25       0.2637       85.85
 考 察:上 表 に 依 り實 験 結 果 を 考 察 す る に,ア ン モ ニ ア 溶 液 に 依 る 試 料 の 減 少 量 は0.5%ア ン
モ ニ ア 溶 液 を 使 用 せ る 場 合 よ り急 激 に 増 加 し,爾 後 ア ン モ ニ ア 溶 液 濃 度 の 増 加 と 共 に 漸 次 増 加
す る も,大 盟 に 於 て 減 少 率 は18%前 後 で あ る.残 渣 中 の ペ ン トザ ン 及 び 還 元 糖1の 含 有 量 は ア
                   (184)
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ンモ ニア溶液濃度 の増 加 と共 に減 少するが,ペ ン トザ ンは α5%ア ンモ ニア溶液 を使用せ る場
合 を叉還 元糖1は25%ア ンモ ニア溶液 を使用せ る場合 を限界 とせ る如 く観察 され る・
 要 す るに減 少率並 にペ ン トザ ン及還 元糖1の 含有量を考慮 して,0.25～0.5%ア ンモ ニア溶液
を使用せ る場合 印 ち試料100gに 封 し アンモ ニア2.5～5 gを 使用せ る場 合が適 當 と思 はれ る・
然 し今後の糖 化並 に醗酵 試験 を侯 つて決定 さるべ きであ る.
 (ii) ア ンモ ニア塵理 せ る ツン ドラの第1次 糖 化
 使 用せ る試料 は ツン ドラをア ンモ ニア溶液 を以て前塵理 せ る ものに て,次 の如 き條件 の下 に
糖 化 を行ぴ 比較 検討 した.硫 酸濃度 は0.5、1.0,2,0の3種,加 堅加熱分解温度 は130,140。C
の2穂 分解時 間は30,60,90分 の3極 酸溶    第3圖
液量は試料の7.5倍 である.             ノ」σ・ご       吻 で
鰍 方脚 ツン ドラ4009を 探 リア ンモニ生 /・ 、
灘鱗糠1欝 陰 …1
                          グ/'o∫ 淡 
以 上の如 く調製 せ る試料 を2g宛 探 り各濃 度    ・'/"
                        ,ρ   "
を20cc加 へ100 cc容 の三角瓶 に入れ綿栓 を施
し加墜i釜申 にて所要濫 度 の下 に所要時間加墜加
                        」"        6ρ       9グ        30         60        go
熟分解 した.                 一一 糖イ隅 馴分)
                           糸原試科1;対む圏旅
 實験結果は次の如 くである.(第3圖 参照)
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    分灘 度 頒 時間 硫酸醸 還元糖醐 畿 皇)還 元輔 羅 撫 よ)
     。C      分      %         9         9
     130           30          0.5           10.39             8.82
     〃           〃          1.0           【2.74            10.77
     〃         ク         2.0         18.87          15.95
     ク         60         0.5         14.44          i2.21
     ク           ク          1.0           16.03            14.06
      ク           ク           2.0           24.37            20.60
     4ク          90          0.6           16.65           13.99
     ク           ク          1.0          17.46            14.76
     49          ク          2.0          20.65            17.46
     140          30          0.5          12.00           10.14
                    (185)
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     140          30          1.0          15.20            12.85
     ク       ク       2。0       21.31        18.01
     〃          60          0。5          15.52            13.12
     〃          ク          1.0          18L66           15.77
     〃          ク          2.0          22.37           18。91
     ク           90          0.5           16.15            13.65
     ク           ク   ,       ユ.0           ユ7.75            ユ5.00
     〃           ク          2.0           19.14            16.18
 考察:第1次 糖 化の最適 な る條件 を以上 の實験結果か ら,1)最 小 の硫酸 濃度,2)最 小 の分
解時間,3)最 低の温度 の三 つの見地 か ら吟味す るに,ユ)の 條件 σは0.5%硫 酸溶 液 を用 ひ,
130cC,90分 の分解 が還 元糖 ユ6.659を 與 へ,2)の 條件 では2%硫 酸 溶液 を用ひ140。C,30分
の分解 が還元糖21.319を 與へ》3)の 條 件で は2%硫 酸溶 液 を用 ぴ130。C,60分 の分解 が還 元
糖24・37gを 與 へて ゐる.最 高還元糖 を得 るには2%硫 酸溶 液 を用 ひ130。C,60分 の加厘加熟
分解 が最 も適 當 であ ると考へ らる.
 糖化實験 は以上 の如 くな るも糖化液 は醗酵 に使用す るを目的 とす るた め)無 威理 の もの,熱
水塵理 の もの及 びア ンモ ニア庭理 の もの を比較槍討すべ きで あ るが,酸 の使 用量、糖化 液の還
元糖濃 度及び糖化操作 の難 易等 を老慮 して前 庭理 せ る ものが良 好で あ ると思 はる.
             〔5〕 第1次 糖1ヒ液の酒精醸 酵
 無庭理 ツン ドラ,熟 水庭 理 ツン ドラ及 びア ンモ ニア虚理 ツン ドラ を夫 々上記實 験 に於て決定
された第1次 糖 化 の最適條 件 を以て糖化 し,得 たる糖化液 を濃 液,中 和 し榮養分 を添加 した る
後酒精醗酵 を行 は しめ,こLに 其 の實験結果 を報告 す,各3同 宛實験 を行 ぴた るを以て比較記
述 す.
 (1) 無威理 ツン ドラを試料 とせ る場合
 糖化:ツ ン ドラ1009に2%硫 酸溶液1500ccを 加へ加 歴釜 中にて130。C,60分 の加歴 加熱
分解 の後 液過 し水750ccを 以て洗溝 して得 た る濾液 自】ち糖化 液 をPH躍4.5迄 石次 乳 にて 中和
し,濾 過 し濾液 は 含有還元糖約10%に なる 迄濃縮す(減 墜下,50。C以 下),再 び濾過 して
K2HPO4に てpH=5と な し,約200 ccの 糖化液を得 た.之 れに榮養分 として(NH4)2HPO。0～
1,(NH4)SO、0～2, Mg SO、0・05%及Oryzanin液0.025 cc/100 ccを 添加 し液量 を200 ccと な
し醸酵 用糖 液に供 した.術 濃縮 に依 る還元糖 の損失は約7%で ある.
 上記醗酵 用糖 液 は(i)20㏄,(ii)180 ccの2部 分 に分 割 し,常 法 に依 り蒸氣殺菌醗 酵す.
 醗酵:工 程は次 の如 くで ある.
                   (186)
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 1) 斜面培養酵 母"P"
    ↓
 2)麹  液 10cc
    ↓28。C,48 hrs培 養 後上澄液 を去 り下記培養液 の一一部 を加へ振邊 して淺部へ加ふ
 3)麹  液 20cc
    ↓28。C,48 hrs培 養後同上の操作 を行 ぴ下記 培養後 に移植 す
 4)麹 液40cc
    ↓28。C,48 hrs培 養後上澄液 を去 り殺菌水20 ccを 加へ振盟 して下記 培養液 に移植す
 5) 醗 酵用糖液(i)
    ↓28。C,12 hrs培 養 後全液 を下記培養液 に移植 す
 6)醸 酵用糖液(il)
      28。C,72 hrs培 養 を以 て絡 了す
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       實   験   同   婁文              第1回     第21司     第31巨1
  醸酵用糖液(cc)還 元糖濃度(%)           220(9.99) 220(10.37) 毘0(10。12)
  醗酵前還元糖(g)                    21.98   22。75   22,26
  醗酵後還元糖(g)                    6.41    6.43    6.63
  醗酵 中に消費されL選 元糖(g)             15.57   16.32   L5.63
  同上還元糖の醗酵前選元糖}樹 する割合(%)       70.84   7L74   70.21
  醗酵前ペン トーズ(g)                 3.74    3.73    3.74
  生 成 酒*責(g)                                   4.36       4.】9       4.19
  同上に相當する還元糖(g)               8.58    S.19    8.19
  同上還元糖の醗酵 中に消費されし還元糖に封する割合(%)  55.11   50.02   52.45
  醸酵後の滴定酸度(ユOccを 中和するに要するN/10 NaOH cc) 5.50    5.00   5.OO
  試料1009よ り生成せ る酒精(9)            4.39    4.19    4。19
 (2)熟 水庭理 せ るツ ン ドラを試 料 とせ る場合
 熱 水庭理せ る試 料 は第1次 糖化實験 に於て調製 せ る恵の を使用 しか.
 糖 化:試 料100gに2%硫 酸溶液1000 ccを 加へ加璽 釜 中にて140。C,60分 の力薩勤 ロ熱分解
の後濾 過 し水500ccを 以 て洗源 して得 た る濾 液即ち糖 化液 をPH,4.5迄 石次孚tにて中和 し,濾
過 し濾液 は含 有還元糖 約10%に な る迄濃縮 す(減 歴下)50CC以 下).再 び濾過 してK2HPO4に
てPM=5と な し,約200 ccの 糖 化液 を得た・之れに(1)の 場合 と同檬 に榮養分 を添加 し醗酵用
糖液 に供 した,そ れ を(i)20cc(ii)180 ccの2部 分に分割 し)常 法 に依 り蒸 氣殺 菌す.
 醗酵:醗 酵工程 は(1)の 場 合 と同様な るを以て省略す.實 験結果 は次の如 しで ある・
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       實   験   同   郵ヒ              第1回     第21司     第3回
  醗酵用糖液(cc)(選 元糖濃度%)            220(7.45) 220(8.71) 220(8.49)
  醗酵前還元糖(9)                    16.38    19.17   18.66
  醗酵後逡元糖(g)                   4.19    5.28    5。03
 醗酵中に消費され し還元糖(g)             12.20   13.89   ユ3.64
                    (187)
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  同上還元糖の醗酵前選元糖に封する割合(%)       74.48   72.45   73。09
  醗酵前ペン トーズ(g)                 3.09    3.44    3.37
  生 成 酒 精(g)         4.18  5.22  4.39
  同上に相當する還元糖(9)               8.【8   10.22    8.59
  同上還元糖の醗酵中に消費されし還元糖に封する割合(%)  67.04   73.57   62.90
  醸 酵 液 酸 度(cc)             4.20   5.00   4.50
  勲水虜理試料1009よ り生成 さる酒精(9)          4.18    5.22    4.39
  第1次 糖化に於て原試料1009よ り生成さる酒精(9)     3.53    4。41    3.71
 (3)ア ンモ ニア庭理せ る ツン ドラを試料 とせ る場合
 アンモ ニア庭 理せ る試料 は第1次 糖 化實験 に於て調 製せ る もの を使用 した.
 糖 化:試 料100gに2%硫 酸溶液750㏄ を加へ加墜釜 中にて130 cC,60分 の加墜加 熟加 水分
解 の後 濾過 し水375ccを 以て洗際 して得た る濾液帥 ち糖化液 をPH=4.5迄 石次乳 にて 中和 し)
濾過 し洗液 は含有還 元糖約10%に な る迄濃縮 す(減 璽下)50CC以 下).再 び濾過 してK2HPO4
にてPH=5と な し)約200 ccの 糖化液 を得た.そ れに(1)の 場 合 と同檬 に榮養分 を添 加 し醗酵
用糖液 に供 した.そ れ を(1)20cc(ii)180㏄ の2部 分 に分 割 し、常法 に依 り蒸 氣殺菌 す.
 醗酵:醗 酵工程 は(1)の 場 合 と同檬な るを以て省 略す.實 験結果 は次の如 くで ある.
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       實  験  同 数         第1回   第2回   第3同
  醗酵用糖液(cc)還 元糖濃度(%)            220(9.74) 220(9.35) 220(8.68)
  醗酵 前 還 元 糖(g)               21.54   20.57   19.09
  醗酵 後 還 元 糖(g)                 9.64   7.67   8.36
  醗酵中に消費されし還元糖(g)             1L90   12.90   10.80
  同上還元糖の醗酵前還元糖に封する割合(%)       55.19   62.71   56.57
  酵醗前ペントーズ(g)                  3.09    3.11    3.56
  生  成  ギ酉  *i彗(g)                                 4.70        5、23        5.23
  同上に相當する還元糖(g)               920   10.23   10.23
  同上還元糖の醸酵中に消費され し還元糖に封する割合(%)  77.31   79.30   94.72
  醸 酵 液 酸 度(cc)             5.00   5.50   5.10
  アンモ昌ア慮理試料1009よ り生成さる酒精(9)       4。70    5。23    5.23
  第1次 糖化に於て原試料1009よ り生成 さる酒精(9)     4.30    4.76    4.76
 考察:上 記 の糖化並 に醗酵實験 に於 て生成酒精 の最高 の場 合 を一括 すれ ば次 の如 くで あ る.
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       試 料 ・…      無麟 継 麟 礒斎
  糖化 硫 酸 濃 度(%)          2  2  2
     硫 酸 溶 液 量(cc)            1500  1000  750
                    (188)
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     糖 化 温 度(。C)                  130   1≦0   13(ヤ)0
     糖 牝 時 間(分)         60  30  60
     生 成 還 元 糖(g)               23.63  20.61  20.52
     糖 化 液 濃 度(ヲ6)                              10.57     2.06     2.74
 醗酵 醗 酵 用 糖 液(cc)            220  220  220
     同上の還元糖度(%)                  9,99   8.80  8.68
     醗酵 前 還 元 糖(g)              21.98  19.37 19.09
     醗酵 後 還 元 糖(g)              6.41  5.28  8.30
     醗酵中に滑費 され し還元糖(g)             15.57  14.09  10.79
     同上還元糖の醸酵前還元糖に封する割合(%)      70.84  72.45  56.57
     醸酵前ペントーズ(g)                 3.74   3.44   3.56
     生 成 酒 精(g)         4.39 5.22 5.23
     同上に相當する還元糖(g)              8.58  10.22  10.23
     同上還元糖の醗酵 中に消費され し還元糖に謝する割合(%) 55.11  73.57  94.72
     醸酵液滴定酸度(cc)                  5.00   5.00  5.10
     試料100gよ り生成 さる酒精(g)            4.39  5.22  5.23
     第1次 糖化に於て原試料1009よ り生成さる酒精(9)   4.39  4.41  4.76
 糖 化條 件は醗 酵實験 に無關係 に最適條件 を適用 したるを以 て醗 酵實験 の結果 は必す し も決定
的の もので はなv・が,比 較 的低 温度に於 て糖 化され し糖分 の醗 酵歌態 を窺知 す る ことが出來 る.
上表 に示 す如 く醗酵 中に消費 され し還元糖の醗酵前還元糖 に封す る割合 は,無 庭理 ツン ドラ,
熟 水庭理 ツン ドラ及び ア ンモ ニア庭理 ツン ドラと順 訣低下 するに反 し,醗 酵 中に消費 され し還
元糖 の中酒精 となつ た還元糖 の割合 は夫 々順吹上昇す.帥 ち前庭理 を行 つた場合 は良V・醗酵歩
合 を示 し,特 にア ンモ 嵩ア庭 理 の場合 は94.7%を 示 す.然 し原試料 に封 する生 成酒精 の割合 を
三者 に就 て比較槍 討 するに大 差無 きや うで ある。
          〔6〕 第2次 糖化(比 較的高温度 に齢 ける糖化)
 試料 の調 製:
  試 料 盟 ツン ドラを其 の ま 鼠第1次 糖化 の最適條件 の下に糖化 を行 ひ調製 した.即 ち ツン
ドラ400gを 採 り2%硫 酸溶液6000 ccを 加へ130。C,60分 の加璽加熱分解 の後濾過洗際 して
得 た る第1次 糖 化淺渣 を乾燥粉弊 して第2次 糖化試料 に供 した.此 の残渣 量は185.009(原 試料
に蜀 して46.25%)に て,含 有す る繊維素 はKiesel及Semiganwsky法に依つて定量 して
52.249(第1次 糖 化残 渣に封 して27.08%原 試料 にi封して12.52%)で ある.
  試料W 熱 水庭理 ぜるツン ドラを試料 思の如 くにして調製 した.巨Pち ツン ドラ4009を51
容 の圓底 フ ラスコに採 り,水8000ccを 加 へ煮沸水中にて1時 間加 熟 し℃ 後濾過洗源 して得 た
                   (189)
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る熱水庭理残渣を乾燥粉埣 して第1         第  4 圖
次糖化試料に供 した.此 の淺渣量は             血
                    ;畝 皿      一言武寮→W      iき ▽
灘 麟1と±屠ピ
                   申ー 雁4し8与恩ζ分)
て)得 たる第1次 糖化残渣を乾燥粉
                           血
{1灘{麟:旨レ 身
                  '∫  」ク  45'        1∫  3グ  45    ・    ノ∫  3〃  4∫
59.849(第1次 糖化試料に封して,
                           型
2724% 原試料に封 して14.96%)     皿     π      ▽
1臨羅 鉦 妹 置1:遍ll
た・巨口ち ツン ドラ400gを 探 リァン          、  (ゴニヱククゴノゴラリ)(タダノダヨクタポ).
                           皿
モ ニア20gを 含有する水4000 ccを                   、(ロ マ)2
加ヘー書夜放置し後濾過水洗して,
得たるアンモニア腱理残渣を乾燥粉      ρ4            グ(ムるク)3
弊して第1次 糖化試料に供 した.此  、 1 ,   ・
の残渣量は367.929(原 試料に野 し              '(レマ)2
                   4        ρ2   `        0サ    4
て84・53%)で あ る・次 に此 の第1次      一 。, L_
                   1∫   」0  ψ」一      /∫   30  45       '∫   」0  4∫
糖化試料に2%硫 酸溶液2536.9㏄ を
加 へ130。C,60分 の加堅加熱分解の      皿     w     (ぜご)▽
                       02                           ρ2
後濾過洗諜 して,得 た る第1次 糖化
                   6             6             6残渣 を乾 燥粉確 し
て第2次 糖化試料
に供 しゾ・此 の灘 量は211・469(第  , 。,、   , 〃5
                             募
2次 糖化試料 に封 して62.54%原 試        ク4
料 に射 して52.77%)に て,含 有 さる    腰一辱3ρ4∫  '∫3ク4∫  ノ53ρ4(クク)∫
                   (190)
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繊維素 は59409(第2次 糖化試料 に封 して28.09%,原 試料 に封 して14,82%)で ある.
 實験 方法:各 試料109宛 探 り,各 濃 度の硫酸溶液50ccを 加へ,100㏄ 容 の三 角瓶 に入れ綿
栓 を施 して加 墜釜 中にて所 要温度 の下 に所要時間分解 を行 つた.使 用せ る硫酸溶液濃度 はo・2,
α3,α4%7)3種,分 解溜度 は160,170,180,185,190。Cの5種)分解 時間 は15,30,46》
60分 の4種 にて硫 酸溶液使用 量は試料 に封 し5倍 量で ある.
 實験結果 は次 の如 くで ある.(第4圖 参照)
                 第  13  衷
  分解醸 頒㈱ 囎 濃度 還元糖艦 響凝 難) 翫 爾 藻畿 り
   。c分%試 料 覆IVV試 料 貰 町V
  160     15      0.2     3。1630   3.0440   3.5890
   〃        ク        0.3       2。9940   3.1430   3.5960
   〃        〃        0.4       3.5640    3.3570    3.8600
   ク        30       0。2       3.3590   3.3450   3.5480
   ク        ク        0.3       3.5980   3.3440   3.5910
   〃       ク      0.4      3.5640   3.3470   3.5980
   ク       45       0.2       -     一     }一
   ク    ク    0.3    -   一   一
   〃    ク    0.4    -   一 一  一
   ク        60       0.2       3.5740   3.5510   3.5920
   〃        ク        0.3       3.3640   3.5660   3.0100
   ク      〃      0.4     3.5750   3.5630   3.6590
   170      15      0。2     2。9970   3.0570   3.0110
   ク      〃      0,3     3.0640   2.9850   3.1010
   ク        ク        0.4       3。5660   3.56ユ0   3.2130
   ク       30       0.2       3.3600   2,9850   3.2170
   ク        ク       0.3       3.3040   3.1490   3.1830
   〃        〃・       0.4       3.5750   3.5511   3.017
   ク       45   ,   0.2       3.5610   3.5430   3.5890
   ク      〃      0.3     3.5610   3.57r30   3.6060
   〃        ク        0.4       3.5600   3.5630   3.6140
   180       15       0.2       6.4340   6.7420   7.1640    -      -     2.18〔護
   ク      ク      0,3     6.5040  6.6740   6.9330   -一    一    -一
   ク      ク      0.4     7.0520  6.9030   7.0220   2.1896   -    一
   ク      30     0.2     5.9820   7.0210   7.1550   -    一    __一
   ク       ク       0.3       6.6920   7.080⑪   7.3740    -一 一    2.0220   2.2505
   ク       〃       0.4      6.4950   6,7860   6.9950    --    2.0390   2.2004
                    (191)
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  180       45       0.2      6.3810   7.0050   7.2100    -    2.0174   2.2529
   〃・     ク      0.3     6.3100   7.1020   7.3820   -      2,0453    一
   ク      〃      0.4      6.3170   5.6480   6.3870    -     一     一
  185     15     0.2     5.8850   5.7990   5.7520
   ク        ク        0.3       5.4950    6,5850    5。9090
   〃        ク       0.4       5.9470   5.9210   0.1280
   ク      30      0.2      5.1330   5,5850   6.7670
   〃      ク      0.3     5.6400   5.0580   6.2060
   〃      ク      0.4     5.9470   6.6240   4.1740
   ク      45     0.2     3.7070   4.5100   6.6720
   〃        ク       0.3       3.1250   4,7620   5.738
   ク      ク      0.4     3.4230   4.2370   3.471
  190     15     0.2     5.8240   5.7680   5.9690
   ク      ク     0。3     5.6400  4.6790   6.9860
   ク        〃        0。4       4.8000   5.0560    4.4800
   〃      30     0.2     6.3040   5.9100   6.6720
   ク      ク      0,3     6。4340   5.3250   6。2270
   ク   ク   0.4   4.7780 4.5850 4.4440
   ク      45      0.2     6.6950   4.8600   6.0950
   ク      ク      0.3     5.1250   4.7790   5.3960
   ク      〃      0.4     4.5820   4.3660   4.0350
 考 察:第2次 糖 化 の 最 適 な る條 件 を 以 上 の 實 験 結 果 か ら)1)最 小 の 硫 酸 濃 度,2)最 小 の 分
解 時 間,3)最 低 の 温 度,の 三 つ の 見 地 か ら吟 味 す る に)1)の 條 件 で は 試 料 紐 の 場 合0.2%硫
酸 溶 液 を 用 ぴ180。cJ5分 の 分 解 が 還 元 糖6.38!09,試 料IVの 場 合o.2%硫 酸 溶 液 を 用 ひ180
。c,45分 の 分 解 が 還 元 糖7.1020g,試 料Vの 場 合o.2%硫 酸 溶 液 を 用 ひ180。c,45分 の 分 解 が
還 元 糖7.21009を 與 へ 2)の 條 件 で は 試 料 皿 の 場 合0.4%硫 酸 溶 液 を 用 ひ180。C,15分 の 分
解 が 還 元糖7.05209,試 料IVの 場 合o.4%硫 酸 溶 液 を 用 ひ1800c,15分 の 分 解 が 還 元 糖6.90309,
試 料Vの 場 合o・4%硫 酸 溶 液 を用 ひ180。c,15分 の 分 解 が 還 元 糖7.0220gを 與 へ,3)の 條 件
で は180。Cが 最 良 好 の 結 果 を與 へ て ゐ る ・
 以 上 の 結 果 を比 較 槍 討 す る に 試 料 口,IV, V何 れ の 場 合 に 於 て もo.2～o.3%の 硫 酸 溶 液 を 用
ひ180。C,15～30分 の 加 堅 加 熱 分 解 が 第2攻 糖 化 の 最 適 條 件 で あ る 如 く考 へ ら る.
          〔7〕 第3次 糖 化(比 較 的 高 温 度 に 於 け る 糖 化)
 試 料 の 調 製:第2次 糖1ヒ 淺 渣 を 第3… 次糖 化 試 料 に 供 した,自Pち 第1訳 糖 化 残 渣2009を 採
り0.3%硫 酸 溶 液1000ccを 加 へ 加 堅 釜 中 に て180。C,30分 の 分 解 の 後 濾 過 洗 諜 し て}得 た る 淺
                   (192)
          志方 ・辰已:樺 太 ツンドラの利用に關する研究(第2報)
渣 を乾燥粉砕 して第3次 糖化試料 に供 した.此 の残渣量 は169・289'(第2次 糖化淺渣 に封 して
84.64%原 試料 に封 して4466%).
 荷 第3次 以後の糖 化に供す るツン ドラは,総 て最初 にア ンモニア塵 理 を行 つ た もの を使 用し
た.
 實験 方法:第2次 糖 化に於 けるが如 く行 つた.,使 用せ る硫 酸濃度 は0.3～0.6%の2種)糖 化
温度 は185。C,糖 化時 間は15,30,45分 の3種 で ある.酸 溶液量 は試料 の5倍 で ある,
 實験結果 は次 の如 くで ある・(第5圖 参照)
  第5岡                第  14  表
・濃 ・ 分醗 度 分鱗 間 硫酸激 還元糖(第3次糖化試料100gよりの生成量)翫 糖(騰 蟹 劉
        。C     分    %         9          9一
 7        185      15      0.3         7.5170            3,3571
 6         ク       ク       0.6         4.8420
隻8x  ク  30  0.3   5.850(お)0野
葵3         ク       ク       0.6         6.0000ヲ
 一ー→儲化崎商〔イr}        ク      ク      0.6          2.0340
 考 察:以 上 σ)結果 を比較槍討 するに,0.3%硫 酸溶液 を用 ぴ185。C,15分 の加墜加熱分解が
第3次 糖 化の最適 條件で ある如 く考へ らる.
          〔8〕 第4次 糖化(比 較的高温度 に於ける糖化)
 試料 の調製:第3次 糖化残渣 を第4吹 糖化試料 に供 した,邸 ち第2次 糖化残渣1009を 採 り
0・3%硫 酸溶 液5000ccを 加へ加堅釜 中にて185。C,15分 の分解 の後濾過洗源 して,得 た る残 渣
を乾燥粉檸 して 第4次 糖化試料 に供 した.此 の残渣量 は87.339(第3次 糖 化残渣 に封 して87.33
%原 試料 にi封して39.00%)で ある.
 實験 方法 は第3次 糖化 に於 け るが如 く行 つた.(第6圖 参 照)
  第6圖               第  15  表
・鍵 ・ 分解澱 頒 時間 硫酸醸 翫 糖艦 猟 毎灘)還 瀦(原 試料100gよりの生成量)
1獄illili認 遍
争]偏; 二 1:1 鼎   =
 一→範化時司〔首)         ク       〃      0
.6          3.1200              -
                   (193)
           化 學 研 究 所 講 演 集 第+三 輯
 考察:以 上の結果を比較槍討するに,0.6%硫 酸溶液を用ひ,185。C,15分 の加璽加熱分解
が第4次 糖化の最適條件であると考へらる・
          〔9〕 第5次 糖化(比 較的高温度に茄ける糖化)
 試料の調製:第4次 糖化残渣を第5次 糖化試料、こ供 した.即 ち第3次 糖化残渣1009に0.6%
硫酸溶液5000ccを 加へ加堅釜中にて185。C,15分 の分解の後濾過洗瀞 して,得 たる残渣を乾
燥粉碑 して第5次 糖化試料 に供 した。此の残溢量は88.329(第3… 次糖化残渣にi財して88・32%
原試料 に謝 して34.44%)で ある.
 實験方法は第4次 糖化に於けるが如 く行つた・(第7圖 滲照)
                    第   16  表 第7圖
瞥 分響 分攣 騨 還元糖総 撃灘麟 樗 機よ)
挫ii■1垣 一ゆ統化時肉㈲         
ク       ク      0.6          3.9900             一
 考察:以 上 の結果 を比較 検討す るに,0.6%硫 酸溶液 を用ひ,185。C,30分 の加堅加熱 分解
が第5次 糖化 の最適條 件で あると考 へ らる。
            〔10〕 第2,3,4,5次 糖化液 の酒 精醸酵
 無虞 理 ツン ドラ)熟 水庭理 ツン ドラ及 びア ンモニア塵理 ツン ドラの第1次 糖 化残渣 を夫 女上
記實験 に於 て決定 された第2,3,4,5吹 糖 化の最適條件 を以て糖化 し)得 たる糖 化液 を合 し濃液,
中和 し榮養分 を添加 したる後 酒精醗酵 を行 はしめ,こ 玉に其 の實駝 結果 を記述 す.
 (1)無 虚理 ツン ドラを試料 とせ る場合
 糖 化:
                 第   17  表
 糖化次数  試 料  硫酸濃度  糖化温度  糖牝時間  糖化液 生成還元糖(濃 度)糖 化残渣       
9%OC分cc g(o//o)9
    第1次 糖化残渣  
2100 0.418030 5007.05(1。40)85,10
    第2次 糖化残渣  
3       85.IO      O.3        185        15        425     6.40 (1.56)     74.31
    第3次 零唐化残渣
  4      74.31     0.6      1S5      15      371    5.{}2 (1.35)    64.07
    第4 次糖イ{二 蔓渣
  5       〔」4,07      0.6       185       3〔,       320     2.89 (0.gO)     56.58
                   曳194)
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      糖化液(還 元糖濃度)      1616㏄(131%)
     簾轟 騒 撫
 糖 化液 はPH=4.5ま で石友乳 にて 中和 し,濾 過 し濾液 は含 有還元糖約4%と なるまで濃縮 す
(減 堅 下,50。C以 下).再 び濾過 してK2HPO4を 以 てpH=5.0と な し,約400 eCの 糖化液 を得
た・それ に榮養 分 として(NH、),HPO、0。1,(NH、)、SO、0.2, Mg SO、0,05%及 びOryzanin液
0.025cc/100 ccを 添 加 して醗 酵用糖液 に供 した・
 上記醗酵用糖液 を(i)50cc,(1量)450 ccの2部 分に分割 し常 法に依 り蒸氣殺菌 す.
 醗酵:醗 酵 工程 は第1次 糖 化液 の醗 酵實験 の場合 と同檬 な るを以て省略す.實 験結果 は次 の
如 くで あ る.
                  第   18  表
       試 料 無 威 理 熱水虞理 アンモニ・ア庫理
  醗酵川糖液(cc)(還 元糖濃度%)            530(3.79) 530(3.80) 530(3.79)
  醗酵前還元糖(g)                    20.07    20.14    20.06
  醗酵後還元糖(g)                   1.50    1.63    1.52
  醸酵中に消費され し還元糖(g)             18.57   18.51   18.54
  同上還元糖の醒酵前還元糖に封する割合(%)       92.52   91.41   92.42
  生 成 酒 精(g)         9.51  9.41  9.42
  同上に相當する還元糖(g)                18.59   18.41   18.43
  同上還元糖の醗酵中に消費されし還元糖に封する割合(%) 100.04   99.46   99.40
  試料1009よ.り 生成 さる酒精(9)             9.51    9.41    9,42
  第2～5i欠 糖化に於て原試料1009よ り生成さる酒精(9)   4.40    5.17    4.97
  第1…欠糖化に於て原試料1009よ り生成 さる酒精(9)     4.39    4.41    4.76
  原試料1009よ り生成さる総酒縞(9)           8.79    9.58    9.73
 (2)熱 水塵 理 ツン ドラを試料 とせ る場合
 糖 化:
                  第   19  表
 糖化次歎  試 料  硫酸濃度  糖耗温度  糖仕時間  糖牝液 生成還元糖(濃 度)糖 牝残渣        
9     %     。C    分     cc    g (%)     9
     第1次 糖化残渣
   2100 0.3180305007.08(1。41)84.64
     第2次 糖牝残渣
   384.640.3185154236.36(1.50)73.91
     第3次 糖化残渣   4
73.910.6185153694.99(1.35)66.41
     第4…欠糖化残渣   564
.070.6185303303.00(0.90)58.65
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     糖化液(還 元糖濃度)      1622cc(132%)
    {翻 纂 撫
 醗酵1醗 酵用糖液 の調製 並びに醗酵工程 は(1)の 場 合 と同檬 なるを以て夫れ に準 す・醸酵實
験結果 は(1)の 場合 の實験結果 に併記す.(第18表)
 (3) ア ンモ ニア庭理 ツン ドラを試料 とせ る場合
 糖 化:
                第   20  表
 糖化i欠数  試 料  硫酸濃度  糖死温度  糖化時間  糖化液 生成還元糖(濃 度)糖 化残渣
       9タ60C分ccg(%)9
    第1次 糖化残渣  
2     100      0.3      180      30     500    7.37(1.47)    88.10
    第2次 糖化残渣
  3       83.60      0.3       185       15       418     6.98 (1,54)     73,00
    第3次 糖化残渣
  4       73.OO      O.6       185       15       365     4.51 (1.23)     65.39
    第4次 糖牝残渣
  5       65.39      0.6        185        30       327     2.95 (0.90)     57.75
     糖化液還 元糖(濃i度)      1610cc(131%)
    鷺 ㌦ 撫
 醗酵:醗 酵用糖液の調製並に醗酵工程は(1)の 場合と同様なるを以て夫れに準す.醗 酵實験
結果は(1)の 場合の實験結果に併記す.(第18表)
 考察:上 記實験結果 より見るに試料を前塵理せる場合 も,せざる場合 も大罷大差なきや うで
ある・糖化を反復行ふ場合,第2,3,4孜 迄は生成還元糖濃度は13%以 上なるも第5次 以後
は激減す.第2～5次 糖化に依 り70%の 糖化卒 を得た.此 の生成還元糖の醗酵歩合は非常 に良
好にて100%近 くの値 を示 してゐることは注目すべきである.第1次 及第2～5次 糖化並に醗酵
實験を綜合 してツンドラ1009よ り酒精8.8～109を 得ることを知る.
                 要    約
 (1)試 料に供せ し樺太 ツンドラの成分を定量した.
 (2) ツンドラを無盧理のまL第1… 次糖化(120～150。C)を 行ひ,2%硫 酸溶液15倍 量を使
用し130。C,60分 の分解が最適條件である.
 (3)硫 酸使用量と還元糖生成量との關係 を検 した.
 (4) ツンドラを熟水塵理及アンモニア庭理 し,減 少量並に成分の攣化を楡し,次 に第1次
糖化を行ひ,前 者に於ては2%硫 酸溶液10倍 量 を使用し1400C,60分,後 者に於 ては2%硫
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酸溶液7.5倍 量 を使用 し130℃,60分 の分解 を最適條件 とし,酸 使 用量 を輕減す る ことが 出
來 る.
 (5)第1次 糖 化液 の酒精醗酵 を行 ぴ,無 虜理,熟 水塵理 及び アンモ ニア庭理の各糖 化液 に
就 き槻 察す るに醗酵 歩合 に於 ては差異 ある,生 成酒 精の其 の各原 試料 に野 する割合 に於 ては大
差 な く4・5%程 度で ある.
 (6)無 盧理,熱 水庭理 及び アン毛 ニア庭理 せ るツン ドラの第1次 糖化残渣 を試料 とし,第
2～5次 糖 化(160～190。C)を 行 ぴ,各 次糖 化に於 け る最適條件 を探 求せ るに,三 者 何れ も大差
なきや うであ る.自Pち 第2次 糖化 α3～0,4%硫 酸溶液5倍 量 を使 用 し180。C,30分,第3次 糖
化 は0・3%硫 酸溶液5倍 量 を使用 し185。C15分,第4次 糖化 は0.6%硫 酸溶液5倍 量 を使用 し
185。C 15分,第5次 糖 化 は0.6%硫 酸 溶液5倍 量 を使用 し185。C 30分 の分解條件が最適で
あ る.
 (7)第2～5次 糖 化液 の酒精醗 酵 を行 ぴ,無 庭理)熱 水塵理 及び アンモ ニア虞理の各糖化液
に就 き観察 す るに生成酒精 量 に於て は大差 な く,原 試料 に樹 して5%程 度 には醗酵歩合 は特 に
良好で ある.
 (8)ツ ン ドラ100部 よ り酒精8.8～10部 が得 られ)前 塵 理 を行へ る場合 はや 」良好 なる結
果 を示 す.
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